
多
彩
な
機
能
持
つ
施
設
群
を
整
備

歴史と新しい活力が融合する
　　　さらに魅力的なまちへ

横浜市長　山中　竹春

新たな発見・交流を得られる場として
　　　　　横浜の都市魅力向上目指す
三井不動産株式会社　関内プロジェクト推進室

統括　梅澤　幸平

低層部

（７） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　７月２８日　（火曜日）

　
三
井
不
動
産
を
代
表
企
業

と
す
る
コ
ン
ソ

シ
ア
ム
が

横
浜
市
中
区
の
Ｊ
Ｒ
関
内
駅

前
で
開
発
し
て
い
た
大
規
模

複
合
街
区
﹁
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｅ
︵
ベ

ス
ゲ

ト
︶
横

浜
関
内
﹂
が
完
成
し
た

３

月

日
に
開
業
し
た

建
物

は
総
延
べ

・
５
万
平
方


の
規
模

オ
フ

ス
や
ホ
テ

ル

商
業
施
設

日
本
最
大

級
の
常
設
型
ラ
イ
ブ
ビ



イ
ン
グ
ア
リ

ナ
と
い

た

多
彩
な
機
能
を
持
つ
施
設
群

を
整
備
し

関
内
エ
リ
ア
の

に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
す


コ
ン
ソ

シ
ア
ム
は
同
社
の

ほ
か
▽
鹿
島
▽
京
浜
急
行
電

鉄
▽
第
一
生
命
保
険
▽
竹
中

工
務
店
▽
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
▽
東
急

▽
星
野
リ
ゾ

ト

の
７
社

が
参
画

設
計
・
施
工
は
鹿

島
と
竹
中
工
務
店
が
担
当
し

た


BASEGATE横浜関内が完成

　このたび、「BASEGATE横浜関内」が開業の時を迎えましたことを、心
よりお祝い申し上げます。事業にご尽力いただいた関係者の皆さまに、深く
感謝申し上げます。
　開港以来、横浜の発展を牽引（けんいん）してきた関内エリアが、歴史と
新しい活力が融合する、さらに魅力的なまちへと進化しました。
　旧市庁舎行政棟が保全・活用されホテルとして生まれ変わるとともに、環
境配慮型のオフィスや大学、スポーツ観戦や音楽を楽しめる迫力ある大型ビ
ジョンを備えたライブ施設など、魅力的な複合空間が誕生しました。また、
開業にあわせ、「BASEGATE横浜関内」と横浜スタジアムを結ぶ歩行者デ
ッキが完成し、関内駅から水際線へとつながるみなと大通りの歩道も拡幅さ
れました。多くの方々にまちの魅力を体感し、満喫していただければ幸いで
す。
　今後リニューアルされる大通り公園へのアクセス強化も図り、関内・関外
地区全体のさらなるにぎわい創出につなげてまいります。引き続き、皆さま
のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　旧横浜市庁舎行政棟を保存・活用し、横浜の文化を継承する新旧融合を特
色とした大規模商業街区「BASEGATE横浜関内」が、３月日にグランド
オープンを迎えました。
　当街区は、オフィスや新産業創造拠点、飲食店を中心とした商業エリア
「スタジアム横バル街」、旧横浜市庁舎行政棟を保存・活用したホテル「OM
O7横浜 by 星野リゾート」などで構成されます。その他、スポーツ・音楽な
ど、多彩なエンターテイメントコンテンツを発信する日本最大級の常設型ラ
イブビューイングアリーナ「THE LIVE Supported by 大和地所」や、臨場
感あふれる映像空間のなかで高原や深海などテーマの異なる六つのゾーンを
探索できる没入型体験施設「ワンダリア横浜 Supported by Umios」も入居
します。
　BASEGATE横浜関内は、参画企業や地域の皆さまと共に、単なる複合施
設にとどまらず、働く人・訪れる人・地域の皆さまが新たな発見や交流を得
られる場として、横浜の都市魅力向上を目指します。この地から新たな文化
と産業の潮流を生み出すべく、今後もエリアとの連携を深めながら、関内地
区をさらに盛り上げていきたいと考えています。
　オープンにあたり、設計・施工をご担当いただいた鹿島建設株式会社さま、
株式会社竹中工務店さまをはじめ、整備に携わってくださった関係各社の皆
さまの多大なるご尽力に、改めて深く感謝申し上げます。

夜景



合
理
化
工
法
を
積
極
採
用
し
工
期
内
に
工
事
完
了

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

設計コンセプト

継承と創造、新たなにぎわい生む施設に

（８）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　７月２８日　（火曜日）

オフィスからの眺望

　
当
工
事
は


年
以
上
の
長
き
に
わ

た
り
横
浜
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
旧
市

庁
舎
の
一
部
を
解
体
し

高
さ
１
７
０


の
超
高
層
ビ
ル
を
建
設
す
る
も
の
で

す

敷
地
南
に
は
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
が

あ
り
乗
降
客
が
常
に
周
辺
歩
道
を
通
行

し

敷
地
内
地
下
に
は
横
浜
市
営
地
下

鉄
と
公
共
下
水
本
管
が
通
過
し
て
い
ま

す

そ
れ
に
加
え

工
事
敷
地
が
超
軟

弱
地
盤
で
あ
る
た
め

工
事
に
よ

て

敷
地
周
辺
や
敷
地
内
公
共
イ
ン
フ
ラ
に

影
響
を
与
え
な
い
安
全
か
つ
効
率
的
な

施
工
が
求
め
ら
れ
ま
し
た


　
地
下
掘
削
で
は

タ
ワ

棟
東
側
の

既
存
行
政
棟
が
免
震
構
造
で
あ
る
た

め

行
政
棟
躯
体
で
切
梁
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ず

西
側
山
留
の
反
力
を
南

北
の
山
留
壁
に
伝
達
す
る
大
火
打
ち
工

法
を
採
用
し
ま
し
た


　
地
上
鉄
骨
工
事
で
は

第
三
者
災
害

を
防
止
す
る
た
め
に
鉄
骨
柱
に
垂
直
養

生
ユ
ニ

ト
を
設
置
し

外
周
部
ネ


ト
を
先
行
設
置
し
て
か
ら
鉄
骨
建
方
を

行
う
計
画
と
す
る
こ
と
で
飛
来
落
下
に

対
す
る
安
全
対
策
を
徹
底
し
ま
し
た


　
外
装
は
ア
ル
ミ
カ

テ
ン
ウ
オ

ル

と
Ｐ
Ｃ
カ

テ
ン
ウ
オ

ル
が
垂
直
に

交
互
に
配
置
さ
れ
る
設
計
で

Ｐ
Ｃ
の

幅
が
上
部
に
向
か
う
に
つ
れ
て
段
階
的

に
細
く
な

て
い
く
複
雑
な
納
ま
り
の

た
め

実
大
実
験
を
行
い
外
壁
の
止
水

・
耐
風
圧
性
能
の
確
認
を
し
て
施
工
し

ま
し
た


階
の
西
面
に
は
外
装
か
ら

跳
出
し
た
特
徴
的
な
オ
フ

ス
ロ
ビ


が
あ
り

高
さ


ま
で
総
足
場
を
組

み
立
て

飛
来
落
下
災
害
を
防
止
し
ま

し
た


　
昨
今
の
慢
性
的
な
作
業
員
不
足
に
加

え

工
事
期
間
中
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た

が

鉄
骨
柱
溶
接
ロ
ボ

ト

資
材
自

動
搬
入
シ
ス
テ
ム
等
の
合
理
化
工
法
を

積
極
的
に
採
用
し

工
期
内
に
工
事
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
こ
の
工
事
に
関
係
し
た
全
て
の
方
に

感
謝
を
申
し
上
げ
つ
つ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｅ
横
浜
関
内
が
関
内
の
に
ぎ
わ
い

の
中
心
地
と
な
り

今
後

長
き
に
わ

た
り
地
域
の
発
展
の
ラ
ン
ド
マ

ク
と

な
る
こ
と
を
心
よ
り
願

て
お
り
ま

す


　
鹿
島
建
設
株
式
会
社

　
横
浜
市
旧
市
庁
舎
街
区
活
用
事
業

　
建
設
工
事
事
務
所　

所
長
　
岡
野
　
学

地
上

階
建
て
　

エ
リ
ア
随
一
の
高
さ
誇
る

外観
階　スカイロビー

階　ラウンジ

オフィスは１フロア㎡超の無柱空間を実現

　「ＢＡＳＥＧＡＴＥ横浜関内」は、関内の歴
史と記憶を継承しながら、新たな価値と魅力を
創造し、新しいにぎわいの風景を創出すること
を目的としています。弊社が設計・施工を担当
した「タワー」は地上階建てで、関内随一の
高さを誇り、古くからの関内の街並みに整然と
佇む新たなランドマークとなることを目指しま
した。
　高層部の外装にはＰＣカーテンウオールを採
用し、その見付幅を上部に向かうにつれて段階
的に細くしています。これは、村野藤吾氏が設
計し、関内の歴史を長く見守ってきた旧横浜市
庁舎で採用されている、柱の断面を上部に向か
って縮小する手法を展開したものです。空へと
伸びていくＰＣの直線的なフォルムは、上昇感
と透明感を生み出し、歴史を継承しながらも未
来に向かって進もうとする本プロジェクト、ひ
いてはこれからの関内の姿を象徴的に表してい
ます。

　「タワー」の低層部には商業施設を計画して
おり、敷地内の他施設と絡み合いながら、立体
的な歩行者ネットワークを形成しています。敷
地を南北に貫くように計画した「グリーンウ
ォーク」は、市民が慣れ親しんだ旧横浜市庁舎
のくすのき広場を再生したプロムナードです。
過去の記憶を残しつつ、周囲に豊かな植栽を施
すことで、高層建築物の足元でありながら、緑
にあふれた憩いと安らぎの歩行者空間を計画し
ました。
　また、この「グリーンウォーク」は、尾上町
通り沿いに計画した植栽や大通り公園、横浜公
園ともつながり、都市的な緑の軸の形成にも寄
与しています。さまざまな人々が行き交い、歴
史に触れつつ、にぎわいと憩いにあふれた活気
ある風景を思い描きながら設計したプロジェク
トです。
　鹿島建設株式会社　建築設計本部
建築設計統括グループ　チーフ　道越　勇輔

１階　シャトル
エレベーター
ホール

快適で創造的な地域のビジネス拠点

タワーにはエリア最高層のオフィスを備える



施
工
の
ポ
イ
ン
ト

安全・品質・工程を両立した複合施工管理

設計コンセプト

歴史的建造物の再生から都市再生へ

（９） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　７月２８日　（火曜日）

旧市庁舎行政棟をレガシーホテルに

　
本
工
事
の
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
や
横

浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
隣
接
す
る
環

境
下
に
お
い
て

第
三
者
の
安

全
・
安
心
へ
の
配
慮
を
最
優
先

と
し
た
施
工
計
画
と
運
用
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た

ま
た
高
層
棟

工
区
・
横
浜
市
デ

キ
工
区
と

の
同
時
施
工
に
加
え
て

低
層

棟
工
区
内
で
も
多
棟
の
施
工
を

並
行
し
て
進
め
る
に
は

綿
密

な
施
工
計
画
と
多
く
の
施
工
関

係
者
と
の
調
整
・
協
力
が
必
要

で
し
た


　
最
大
の
技
術
的
課
題
は

旧

市
庁
舎
行
政
棟
既
存
躯
体
の
正

確
な
把
握
と

そ
れ
を
踏
ま
え

た
高
い
精
度
の
施
工
図
・
製
作

図
の
作
成
に
あ
り
ま
し
た

現

存
す
る
図
面
情
報
は
殊
更
に
限

定
的
で
あ

た
こ
と
か
ら

建

物
全
体
へ
の
３
次
元
点
群
デ


タ
測
量
を
実
施
す
る
こ
と
で


初
め
て
既
存
形
状
と
設
計
図
書

の
整
合
確
認
が
可
能
と
な
り
ま

し
た

そ
の
結
果

設
備
シ


フ
ト
で
は
大
幅
な
プ
ラ
ン
の
見

直
し
は
発
生
し
た
も
の
の

限

定
さ
れ
た
グ
リ

ド
内
︵
８
・

１

×
５
・
０

︶
に


を

超
え
る
客
室
バ
リ
エ

シ

ン

が
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
プ

ラ
ン
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た


　
新
築
工
事
で
は

Ｎ
値
ゼ
ロ

の
軟
弱
地
盤
へ
の
対
応
と
し
て

格
子
状
地
盤
改
良
と
タ
イ
ロ


ド
工
法
を
併
用
す
る
こ
と
で


従
来
の
切
梁
工
法
を
採
用
せ
ず

に
Ｇ
Ｌ

８
・
４

ま
で
の
効

率
的
な
掘
削
を
実
現
で
き
ま
し

た

こ
れ
に
よ
り
敷
地
内
を
通

過
す
る
周
辺
重
要
イ
ン
フ
ラ
や

地
下
鉄
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
ま
た

テ
ナ
ン
ト
工
事
の
同

時
完
成
を
実
現
す
る
に
あ
た


て
は

詳
細
な
動
線
計
画
や
綿

密
な
工
程
調
整
を
関
係
者
と
幾

度
も
重
ね
る
地
道
な
努
力
に
加

え
て

﹁
見
え
る
化
﹂
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
利
用
に
よ
る
情
報
共
有
や

周
知
を
効
率
よ
く
図
る
こ
と
で

当
初
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た


　
最
後
に

横
浜
の
新
た
な
に

ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
本
施
設
を

完
成
さ
せ
る
に
は

多
く
の
関

係
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
し

た

こ
の
場
を
借
り
て

感
謝

の
意
を
申
し
上
げ
ま
す


　
株
式
会
社
竹
中
工
務
店

　
横
浜
市
旧
市
庁
舎
街
区
活
用

事
業
新
築
工
事

　
作
業
所
長
　
所
紳
也

新
旧
融
合
の
ラ
ン
ド
マ

ク

　「ＢＡＳＥＧＡＴＥ横浜関内」は、横浜
市旧庁舎街区の再編を通じ、この地の記憶
を未来へ継承する都市空間の形成を目指し
たプロジェクトです。関内駅前という高い
公共性を有する立地において、歴史的建造
物の再生と多様な都市機能の導入により、
街の骨格を再構築する取り組みとして位置
付けました。
　低層部では、村野藤吾設計による年
竣工の旧横浜市庁舎をコンバージョンし、
戦後日本のモダニズムを体現する外観意匠
や象徴的な階段など、建築的価値の高い要
素を可能な限り継承しながら、ホテルとい
う新たな用途に応じた空間をつくり込み、
保存と更新を両立させることで、都市の記
憶を現代の活動へと接続しました。
　敷地中央に配置した国内最大級の常設型
ライブビューイング施設「THE LIVE Sup
ported by 大和地所」は、関内駅や横浜ス

タジアムに隣接する立地特性と文化的ポテ
ンシャルを生かし、祝祭性の高い都市のに
ぎわいを周辺街区へ波及させる触媒として
構想しました。
　工区が「タワー」と低層部で分かれるな
か、広場や歩行者ネットワークにより一体
的な都市空間を形成し、「スタジアム横バ
ル街」などの小割飲食ゾーンを通じて、地
域とともに育つ都市の未来像を提示してい
ます。
　建築を媒介として公共性と創造性を結び
直し、都市が自律的に更新され続ける契機
となり、横浜都心再生の新たな指標として
未来へのプロトタイプとなることを意図し
た都市建築です。
　株式会社竹中工務店東京本店
　設計部設計第８部門設計１Ｇ

　前田　祐哉

THE LIVE Supported by 大和地所　屋上広場

THE LIVE Supported by 大和地所

外観

OMO7横浜
 by 星野リ
ゾート
かたりば
　ルーム

OMO7横浜 by 星野リゾート
やぐらルーム スタジアム横バル街

OMO7横浜 by 星野リゾート　１階OMOベース



工
　

事
　

概
　

要

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　７月２８日　（火曜日）

駅前から関内地区全体へ、にぎわい広げる

関内駅前に位置する

オ
フ

ス
共
用
部

■施　設　名　称：BASEGATE横浜関内
■工　事　場　所：横浜市中区港町１－１－１
■事　業　主　体：三井不動産株式会社、鹿島建設株式会社、京浜急行電鉄株式会社、第一生命保険株式会社、

株式会社竹中工務店、株式会社ディー・エヌ・エー、東急株式会社、星野リゾート
■設計・施工：鹿島建設株式会社、株式会社竹中工務店
■ランドスケープデザイン：株式会社ランドスケープ・プラス
■商環境デザイン：Degins JP株式会社
■敷地面積：約，㎡
■延床面積：約，㎡
■階数：【タワー】地下１階地上階
■構造：【タワー】Ｓ一部ＣＦＴ・ＲＣ・ＳＲＣ造
■各棟主用途：【タワー】オフィス・大学、新産業創造拠点、エデュテインメント施設、商業【ザ　レガシー

（旧横浜市庁舎行政棟）】ホテル、商業【ザ　ライブ】ライブビューイング施設、商業【グ
リーンウォークテラス、スタジアムサイドテラス】商業【ビジターフロント】観光案内所

■工期：年７月１日～年月日
　写真提供／鹿島建設株式会社、株式会社竹中工務店
　　　　　　撮影：（OMO7横浜 by 星野リゾート内部）／ナカサアンドパートナーズ
　　　　　　撮影：（上記以外）／川澄・小林研二写真事務所

THE LIVE Supported by 大和地所夜景

「タワー」と「ザレガシー（旧横浜市庁舎
行政棟）」の間に位置する「継承の道」

スタジアム横バル街

OMO7横浜 by 星野リゾート１階　OMOベース

にぎわいを関内エリア全体に広げていく


